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Ⅰ　UNIVAS発足までの歩み
平成31（2019）年1月現在、文部科学省・スポー
ツ庁が中心となり、日本版NCAA（仮称）の創
設に向けた取り組みがなされている。まず、平成
28（2016）年4月に大学スポーツ振興に関する検
討会議が発足した後、約1年半に亘って議論をし
た結果、平成30年度中の創設を目指すこととなっ
た。次に、平成29（2017）年9月に日本版NCAA
創設に向けた学産官連携協議会が発足し、日本版
NCAA の制度設計や機運醸成に関わる内容の整
備を進める上で、平成30（2018）年3月に日本版
NCAA設立準備委員会の公募を開始し、同年7月
に日本版NCAA設立準備委員会の立上げまでこ
ぎつけた。そして、同年10月に正式名称が「一
般社団法人大学スポーツ協会（略称：UNIVAS）」
に決定し、大学スポーツ協会準備委員会へと名称
の変更がなされ、作業部会により具体的な内容の
整備が実施されている。
このUNIVAS の設立の目的は、「大学スポーツ

を総合的に振興し、学生の誰もが学業を充実させ
ながら安全に競技スポーツを実践するための基盤
的環境を整備するとともに、地域に根差す大学ス
ポーツの多様な価値を高め、我が国の力強い発展
と卓越性を追求する人材の輩出に寄与する」とさ
れている（図1参照）。

Ⅱ　本学スポーツセンター創設の歩み
本学での体育・スポーツを学ぶシステムとし
て、児童教育学科に生涯体育・スポーツコースを
設置した後、平成20（2008）年4月より「子ども

のあそび・運動・スポーツ」に着目したジュニア
スポーツ教育学科を開設した。この開設に伴いス
ポーツ活動に携わる「TEAM SHINWA」を立ち
上げ、まず7競技の強化クラブを軸にスポーツ全
般の活動を本格的にスタートさせた。また、
UNIVAS 創設と並行して本学でも平成30（2018）
年11月にスポーツセンター設置プロジェクトが
立ち上がり、平成31年（2019）年2月にスポーツ
センター準備員会として組織整備を進め、同年4
月の開設に向けた設置準備を整えている現状であ
る。

Ⅲ　スポーツセンターと本学学生との関わり
本学スポーツセンターは「UNIVAS」の理念に
基づき、学生のスポーツ活動支援、大学のスポー
ツ環境整備、スポーツを通じての大学と地域、産
業界との連携を推進し、大学スポーツ活動の一体
的、戦略的な振興を図ることを設立の目的として
いる（表1参照）。
本学では、これまでも勉学や学修サポートを含
めた学業充実、課外活動、地域連携活動、ボラン
ティア活動などのオンキャンパス、オフキャンパ
スに取り組んできた。今後は将来を見据えた行動
として、学業とスポーツのどちらか一方のみ卓越
していた部分で満足するのではなく、どちらも両
立してこそ大学での4年間の学びに活きてくるた
め、本学学生が主体的かつ積極的に関われる仕組
みを構築することがスポーツセンターでの責務で
あると考える。
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図１．UNIVASの役割について（UNIVAS入会案内資料、一部改変）

※　3本柱の新しいサービスの提供

※ UNIVAS が、大学、学連と密に連携し、企業や消費者との核となり繋ぐことで、好循環サイクルを実現
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表1．本学スポーツセンターの役割（業務）について
業務内容

①　学生・クラブ活動支援
②　スポーツ活動環境整備
③　地域・産業界連携（スポーツボランティアを含む）
④　スポーツ研究推進
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